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【HTTPS 化対応をしないと Web サイトが正常に表⽰されなくなります】の現状は 
 
私のパソコンには毎⽇以下のようなメールが届いている。ホームページ「アルケミストの⼩
部屋」http://www.alchemist.jp が http:で始まっていると、GoogleChrome でその検索順位
が下がってしまうというもので、この２⽉末⽇（昨⽇）までに https:化への移⾏が必要（必
須？）であるというものです。以下にそのメールのコピーを⽰しています。 
 
幸いにも本⽇の朝８時の時点では順位は下がることなく推移しています。下に⽰した
RankChecker の結果通りであり、これは昨年 12 ⽉３⽇時点と⼤きな変わりはありません。 
 参考ブログ：http://www.alchemist.jp/Blog/191203.pdf 
 
念のためにパソコン GoogleChrome で「アルケミスト」で順位を確認してみると、37 位に
私のホームページ「アルケミストの⼩部屋」が表⽰されました。対象ブラウザ Google 
Chrome 79.0 以降となっているところがポイントかもしれません。もう少し、様⼦⾒です。 
 
 
送られてきているメール 
【HTTPS 化対応をしないと Web サイトが正常に表⽰されなくなります】 
2019 年 12 ⽉から 2020 年 2 ⽉にかけ、Google Chrome に対して 
Web サイト内の「HTTP」コンテンツがブロックされるよう 
段階的な仕様変更が⾏われることが公表されました。 
■概要 
--------------------------------------------------- 
▽対象ブラウザ 
Google Chrome 79.0 以降 
▽変更内容 
HTTPS/HTTP 混在ページにおける HTTP をデフォルトでブロック対象とする 
▽想定影響 
Web サイト上に「http」で記述されているコンテンツが正常に動作しなくなる 
--------------------------------------------------- 
本仕様変更に伴い、コンテンツがブロックされると、 
Web サイトに訪問されたお客様に伝えたい情報を 
正しく伝えることができなくなります。 



また、SSL 証明書を導⼊済みの場合も、「http」記述のコンテンツが 
混在していないか今⼀度ご確認いただくことをお勧めいたします。 
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デッドラインは 2020 年 2 ⽉！Chrome が混合コンテンツをブロック。サイトへの影響とそ
の対策を解説 
https://www.future-shop.jp/magazine/info-mixed-content 

混合コンテンツについて、チェック、対策⽅法を解説します 
Chrome の安全性を⾼めるため、「サイト内の混合コンテンツを、段階的にブロックする」

と Google が発表しました（2019 年 10 ⽉）。 
もし混合コンテンツがあった場合、サイト内容が正しく表⽰されず、ユーザーの離脱や検

索順位の下落を招くおそれがあります。 
集客や売上にも影響するので、そのような状態は避けたいですよね。 

 
では、混合コンテンツを排除するにはどうすればいいのでしょうか？ 

 
本記事では「そもそも混合コンテンツってなに？」というキホンから、その対策⽅法につ

いて紹介します。 
 

デッドラインは 2020 年 2 ⽉なので、記事の内容を参考に、混合コンテンツの対策をぜひ
進めてみてください。 
 
 
 
 


